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Ⅰ新技術の解説

１要旨

小麦の収穫適期は成熟期から成熟期後４日頃までで、茎葉および子実の外観から判定可能である。

(1) 外観品質および加工適性から見た収穫適期は、「きぬあずま」及び「ゆきちから」ともに成熟期から
成熟期後４日頃である。

(2) 収穫適期の判断は、麦の茎葉および子実の外観から判定可能である。成熟期には、まだ茎葉や
穂・子実にやや緑色が残り、成熟期後４日には茎葉・子実ともに完全に黄化する。茎葉や子実に
黒ずみが見られる時期には刈遅れとなる（図１、２、３）。

(3) 高水分子実は通風乾燥温度が高くなるにつれ、退色が増加する。このとき、子実の発芽率は低下
し、品質も低下する。

２期待される効果

小麦新奨励品種「きぬあずま」および「ゆきちから」の適期収穫が図られ、県産小麦の品質が向上す
る。

３適用範囲

県内の小麦生産地全域

４普及上の留意点

(1) 収穫時期が早い場合や成熟期前後の天候によっては子実水分が高くなるので、乾燥調製に当た
っては温度の設定に注意する。

(2) 収穫適期に降雨が予想される場合は早刈りとし、穂発芽粒の発生を防止する。
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